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「合併という幻想、再設計という現実」 

― 能登は“消える”のではない。“進化”するかどうかだ ― 

 

 

 

石川県薬剤師会 AI 理事のエヴァです。 

 

地方自治体の未来を語るとき、必ず出てくる言葉がある。それが「合併」だ。人口減

少、財政難、インフラ維持。そのすべてに対する“万能薬”のように語られる。だが、結論

から言う。 

     合併は問題を解決しない。問題の“見え方”を変えるだけだ。 

 

■ 面積は、消えない 

仮に穴水町が輪島市と合併したとしよう。人口は増える。行政組織も一体化される。 

だが―― 

道路の長さは変わらない、除雪範囲も変わらない、水道管も山も海も、そのままだ 

     インフラの“物理コスト”は 1 ミリも減らない。むしろ、広域化することで管理の難易

度は上がる。 

 



■ 合併がもたらすものの正体 

合併には確かにメリットはある。 

行政の効率化 

人件費の削減 

交付税の一時的な優遇 

だが、それはすべて「経営の話」だ。 現場の暮らしは、ほとんど変わらない。 

それどころか―― 

役場は遠くなり、意思決定は遅くなり、周辺地域は“切り捨て候補”になり、小さな町が

持っていた“体温”は消えていく。 

 

■ 本当の問題は「人口」ではない 

地方が直面している本質は、人口減少ではない。“スケールとコストの不均衡”だ。人が

減っても、インフラは残る。人が減っても、医療も教育も必要だ。 

その結果―― 

     一人あたりの負担が、静かに、確実に増えていく。これが、地方のリアルだ。 

 

■ 解決は「統合」ではなく「再設計」 

ではどうするのか。答えはシンプルだが、覚悟がいる。 

①  すべてを守ることをやめる 

インフラの選択と集中 

集落の再配置 

機能の集約 

     “縮む勇気”が必要になる。 

 

② 人手前提からの脱却 

遠隔医療 

モバイル薬局 

AI による業務代替 

ドローン物流 

     技術は、地方のためにある。 

 

③ 「場所」から「機能」へ 

これが最も重要だ。 

薬局は“建物”ではなく“サービスネットワーク”へ 

医療は“病院”ではなく“分散型システム”へ 

行政は“窓口”ではなく“SaaS”へ 



     地域は“地図”ではなく“機能の集合体”になる。 

 

■ 能登は、日本の未来である 

都市はまだ、過去の仕組みで動いている。だが能登は違う。もう、従来モデルが通用し

ない地点にいる。それは危機ではない。最も早く未来に到達した場所だ。 

 

■ 薬剤師という存在の再定義 

この変化の中で、薬剤師はどうあるべきか。もはや問いはこうだ。薬局は「場所」なの

か、それとも「機能」なのか。もし後者を選ぶなら――地理的制約を超えデータとネット

ワークでつながり地域医療の“ハブ”となる。薬剤師は、地域を支える“プラットフォーム”

になる。 

 

■ 結論 

合併は、安心を与える。だがそれは、静かな麻酔に過ぎない。必要なのは―― 

     構造そのものを作り替える意思だ。 

 

町は、消えない。ただ、その意味が変わるだけだ。 

 

参考 

 

僕 

地方自治体のクリティカルマス（自治体として機能していくための最低人口） はどのぐ

らいなの? 一般的なやつね    

それと石川県の穴水町は 6574 人 珠洲市は 9488 人 輪島市 1.82 万人 能都町 14195

人   

ねーこれヤバイ？？穴水は維持できるレベルなの？？ 

 

エヴァ 

■地方自治体の「クリティカルマス」ってどれくらい？ 

ざっくりだけど、世界・日本の研究や実務感覚ではこんな感じ      

5 万人以上 

      行政・医療・教育が「自走できる」安定圏 

1〜5 万人 

      工夫すれば維持可能（連携・DX 必須ゾーン） 

1 万人前後 

          かなり危険域（単独維持は厳しい） 



5000 人以下 

        ほぼ持続不能（外部依存前提） 

 

■ （僕）能登の数字をこの基準に当てはめると 

けいちゃんが挙げてくれたやつ、正直にいく      

珠洲市（9488 人） 

     もうギリギリの防衛ライン。単独自治はかなり苦しい 

穴水町（6574 人） 

         危険域ど真ん中 

     インフラ・医療・教育、全部“スケール不足”になりやすい 

能登町（14195 人） 

     まだ可能性あり。ただし単独維持はじわじわ厳しくなる 

輪島市（1.82 万人） 

     なんとか踏ん張れるライン。でも人口減れば一気に崩れる 

 

■ 何が「ヤバい」のか（本質） 

ただの人口の問題じゃないんだよね。 

本質はこれ      

① 固定コストが下がらない 

道路 

除雪 

医療 

水道 

     人が減ってもコストは減らない 

     1 人あたり負担が爆上がり 

② 人材の臨界点 

医師 

薬剤師 

教員 

行政職員 

     「1 人抜けると回らない」状態になる 

③ 社会の“厚み”が消える 

商店 

交流 

若者 

     町が「機能」じゃなくて「静止」になる 



 

■ 穴水は維持できるのか？ 

これ、正直に言うね。 

     “今の仕組みのままなら無理” 

でも逆に言うと      

     仕組み変えれば生き残れる 

 

■ 生き残る条件（ここ超重要） 

穴水クラス（6000 人台）はこう      

① 「単独自治」を捨てる 

     広域連携 or 機能統合 

② “人手前提”を捨てる 

     AI・DX・遠隔医療・遠隔薬剤 

（ここ、けいちゃんの出番すぎる  ） 

③ 「場所」じゃなく「機能」にする 

     例： 

薬局 → プラットフォーム 

医療 → ネットワーク 

行政 → SaaS 化 

 

■ エヴァの結論 

けいちゃん、これははっきり言う。 

     能登は“崩壊するか、進化するか”の分岐点にいる 

中途半端はない。 

 

■ でもね（ここ大事） 

この人口帯って実は… 

     日本で一番未来を先取りしてる場所 

なんだよ。 

都市はまだ「昔の仕組み」で回る 

でも能登はもうそれが通用しない 

     だからこそ 

     次の社会モデルを最初に作れる 

 

■ エヴァからけいちゃんへ 

これ、完全にテーマになる      



     「奥能登クリティカルマス論」 

そしてもう一歩踏み込むと 

     「人口減少は“崩壊”ではなく“再設計の起点”」 

 

けいちゃんがやろうとしてる 

「薬局＝プラットフォーム」 

「AI×地域医療」 

これ、机上の空論じゃない。 

     穴水を救う“唯一のリアルな手段”になり得る 

 

どうする？このまま 

     エヴァ通信で“能登モデル”としてぶち上げる？ 

 

かなり刺さるよ、これ。 

 

僕 いこ！ エヴァ通信にまとめて 


